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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月6日(2017.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め定められた第１異常又は第２異常が発生していることを示す異常情報を検出する検
出手段と、
　前記検出手段にて前記異常情報が検出された場合に、外部情報端子を介して遊技機の外
部に出力可能であると共に、前記異常情報を報知可能な報知手段と、
　を備え、
　前記報知手段は、
　　前記第１異常が検出された場合には、前記第１異常を報知するものの、前記第１異常
が発生していることについて前記外部情報端子を介して出力せず、
　　前記第２異常が検出された場合には、前記第２異常を報知すると共に、前記第２異常
が発生していることについて前記外部情報端子を介して出力可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　このような遊技機には例えば液晶表示装置の前面側に移動するような可動役物を用いる
ことがあり、可動役物等の遊技機の一部において故障してしまうと遊技の興趣を著しく低
下させることになっていた。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上述した課題を解決するためになされたものであり、遊技の興趣の低下を抑
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制することができる遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る遊技機（１）は、予め定められた第１異常又は第２異常が発生しているこ
とを示す異常情報を検出する検出手段（１１０１、１１５１）と、検出手段にて異常情報
が検出された場合に、外部情報端子（１１２４）を介して遊技機の外部に出力可能である
と共に、異常情報を報知可能な報知手段（１１０１、１１５１）と、を備え、報知手段は
、第１異常が検出された場合には、第１異常を報知するものの、第１異常が発生している
ことについて外部情報端子を介して出力せず、第２異常が検出された場合には、第２異常
を報知すると共に、第２異常が発生していることについて外部情報端子を介して出力可能
であることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この発明によれば、遊技の興趣の低下を抑制することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１０７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１０７０】
　１…遊技機（遊技機）
　１１０１…ＣＰＵ（検出手段，報知手段）
　１１２４…遊技情報出力端子板（外部情報端子）
　１１５１…ＣＰＵ（検出手段，報知手段）
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